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予
め
配
布
し
た
レ
ジ
メ
に
沿
っ
て
、
与
え
ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て
発
表
さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
委
員
会
か
ら
の
三
点
の
依
頼
事
項
の
確
認
か
ら
始
め
た
い
。
第
一
に
、
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
発
表
者
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
「
日
本
の
カ
ン
ト
研
究
に
お
け
る
濱
田
義
文
の
位
置
」
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
そ
の
主
旨
は
「
濱
田
先
生
の
業
績
の
中
心
に
あ
っ
た
カ
ン
ト
研
究
を
日
本
に
お
け
る
カ
ン
ト
研
究
と
い
う
外
在
的
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
、
考
察
し
て
戴
く
」
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
第
三
に
、
発
表
時
間
は
十
一
一
一
分
程
度
と
い
う
依
頼
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
発
表
は
、
生
前
の
濱
田
先
生
の
膨
大
濱
田
義
文
先
生
追
悼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
日
本
の
カ
ン
ト
研
究
に
お
け
る
濱
田
義
文
の
位
置
考
察
の
課
題
な
研
究
業
績
の
中
心
的
位
置
を
占
め
る
カ
ン
ト
研
究
に
関
す
る
概
略
的
な
説
明
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
らない。
テ
ー
マ
の
本
格
的
考
察
の
た
め
に
は
、
第
一
に
、
長
い
歴
史
を
も
つ
日
本
の
カ
ン
ト
研
究
の
流
れ
を
押
さ
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
間
の
制
約
上
ほ
ぼ
同
年
代
の
特
定
の
研
究
に
考
察
範
囲
を
限
定
し
て、濱田先生のカント研究・カント解釈の方法および内容
の
比
較
考
察
を
試
み
る
。
第
二
に
、
こ
の
報
告
は
、
最
初
の
発
表
で
も
あ
り
、
後
続
の
四
会
員
の
発
表
者
の
報
告
の
枠
組
み
な
い
し
議
論
の
座
標
軸
を
提
供
す
る
性
格
を
も
つ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
詳
細
な
議
論
は
で
き
な
い
の
で
、
輪
郭
付
け
程
度
の
報
告
に
と
ど
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
立
ち
入
っ
た
内
容
に
関
し
て
は
発
表
の
後
で
ご
質
間
戴
き
、
そ
こ
で
報
告
に
つ
い
て
補
足
さ
せ
て
戴
き
牧
野
英
二
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ま
ず
、
考
察
の
便
宜
上
、
主
要
論
点
の
結
論
か
ら
述
べ
た
い
。
第
一
の
結
論
と
し
て
濱
田
先
生
の
カ
ン
ト
研
究
は
、
三
つ
の
思
索
の
段
階
に
整
理
で
き
る
。
そ
の
第
一
段
階
は
、
濱
田
先
生
の
カ
ン
ト
研
究
の基礎固め的な意味をもつ著作『若きカントの思想形成』
二
九
六
七
年
刊
行
、
四
五
歳
）
に
結
実
さ
れ
て
い
る
、
と
み
て
よ
い
。
第
二
段
階
は
、
濱
田
先
生
の
円
熟
期
の
『
カ
ン
ト
倫
理
学
の
成
立
』
（
一
九
八
一
年
刊
行
、
五
九
歳
）
に
結
実
し
、
そ
し
て
第
三
段
階
は
、
先
生
の
カ
ン
ト
研
究
の
集
大
成
と
な
る
べ
き
『
カ
ン
ト
哲
学
の
諸
相
』
（
一
九
九
四
年
刊
行
、
七
二
歳
）
に
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
歩
み
は
、
明
ら
か
に
考
察
の
論
点
の
広
が
り
と
深
化
と
の
両
面
で
先
生
の
研
究
史
の
発
展
段
階
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
第
二
段
階
か
ら
第
三
段
階
に
か
け
て
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
、
グ
リ
ガ
、
ア
ー
レ
ン
ト
、
ベ
イ
ナ
ー
、
マ
ウ
ス
な
ど
の
第
一
級
の
カ
ン
ト
文
献
の
翻
訳
・
監
訳
と
紹
介
の
仕
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
外
国
の
カ
ン
ト
文
献
の
翻
訳
・
紹
介
の
業
績
は
、
日
本
に
お
け
る
カ
ン
ト
研
究
の
発
展
に
貢
献
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
以
上
に
、
例
え
ば
ア
ー
レ
ン
ト
解
釈
な
ど
の
カ
ン
ト
研
究
の
枠
組
み
を
超
え
た
幅
広
い
哲
学
思
想
の
領
域
で
大
き
な
刺
激
や
研
究
の
促
進
に
も
貢
献
し
て
き
た
、
と
言
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ニ
濱
田
義
文
の
カ
ン
ト
研
究
の
発
展
と
到
達
点
’
三
つ
の
暫
定
的
結
論
る
で
あ
ろ
う
。
第二の結論は、『カント哲学の諸相』の位置づけに関する
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
三
段
階
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
の
書
物
は
、
第
一
、
第
二
の
段
階
の
よ
う
な
周
匝
で
体
系
な
ま
と
ま
り
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
三
の
カ
ン
ト
書
の
書
名
に
も
現
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
報
告
者
の
み
る
と
こ
ろ
、
こ
の
書
名
は
『
カ
ン
ト
の
善
意
志
と
法
の
哲
学
』
と
す
べ
き
であった。禁を破って一つだけエピソードに言及すれば、
濱
田
先
生
か
ら
ご
本
を
頂
戴
し
た
折
、
こ
の
感
想
を
礼
状
に
認
め
た
記
憶
が
あ
る
。
先
生
の
カ
ン
ト
研
究
の
到
達
点
は
、
あ
る
時
期
の
日
本
の
カ
ン
ト
解
釈
を
支
配
し
て
い
た
新
カ
ン
ト
学
派
の
純
粋
理
性
批
判
解
釈
の
よ
う
に
、
第
一
批
判
を
認
識
論
的
基
礎
づ
け
の
書
と
み
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
カ
ン
ト
解
釈
に
あ
る
よ
う
な
存
在
論
的
な
解
釈
を
採
る
の
で
も
な
い
。
先
生
の
解
釈
は
、
「
理
性
の
法
廷」やそこでの「平和の実現」の試みを純粋理性批判のうち
に
読
み
取
る
と
い
う
法
の
立
場
か
ら
の
カ
ン
ト
解
釈
に
あ
る
。
こ
の
法
廷
モ
デ
ル
や
戦
争
・
平
和
モ
デ
ル
に
よ
る
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
解
釈
と
い
う
観
点
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
先
生
と
親
交
の
あ
っ
た
ド
イ
ツ
の
第
一
級
の
カ
ン
ト
研
究
者
、
フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
カ
ウ
ル
バ
ッ
ハ
教
授
の
カ
ン
ト
解
釈
の
影
響
が
あ
る
、
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
濱
田
先
生
の
カ
ン
ト
研
究
の
重
点
は
、
終
始
倫
理
学
的
な
関
心
、
と
り
わ
け
道
徳
性
や
道
徳
感
情
、
善
意
志
の
働
き
に
向
け
ら
れ
て
い
た
、
と
み
て
よ
い
。
カ
ン
ト
の
善
意
志
に
対
す
る
考
察
や
キ
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ケ
ロ
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
論
述
は
、
先
生
の
問
題
関
心
の
所
在
と
研
究
の
あ
る
到
達
点
と
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
濱
田
先
生
の
ア
ー
レ
ン
ト
と
の
出
会
い
は
、
ご
自
身
の
カ
ン
ト
の
政
治
哲
学
や
歴
史
哲
学
に
対
す
る
い
っ
そ
う
の
問
題
の
広
が
り
と
解
釈
の
深
ま
り
と
を
も
た
ら
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
三
の
結
論
は
、
全
体
的
評
価
と
し
て
濱
田
先
生
の
「
善
意
志
と
法
の
哲
学
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
濱
田
先
生
は
、
第
三
の
カ
ン
ト研究書を『カント哲学の諸相』と題された。この書名は、
内
容
か
ら
推
し
て
き
わ
め
て
控
え
め
な
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
言
え
ば
、
こ
の
書
名
は
、
先
生
の
真
意
が
必
ず
し
も
十
分
に
表
現
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
発
表
者
の
み
る
か
ぎ
り、先生の最後のカント研究の集大成であるはずの書物は、
むしろ『カントの善意志と法の哲学』と名づけるのに相応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、
な
ぜ
濱
田
先
生
は
、
こ
う
し
た
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
、
そ
う
し
た
方
向
に
強
く
歩
を
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
濱
田
先
生
の
ご
病
気
と
そ
れに伴う心身の衰えにあったように思われる。先生は、許
さ
れ
た
時
間
の
な
か
で
ご
自
分
で
も
十
分
満
足
さ
れ
な
い
ま
ま
、
カ
ン
ト
関
連
の
研
究
論
文
・
上
記
の
翻
訳
書
の
解
説
・
カ
ン
ト
文
献
の
書
評
な
ど
を
短
時
間
で
ま
と
め
ら
れ
て
、
第
三
の
カ
ン
ト
書
と
し
て
刊行されたのではないかと推測される。『カント哲学の諸
相
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
書
物
は
、
あ
る
時
期
か
ら
ご
自
身
で
も
明
言されていたように、「カント一筋の研究生活」の集大成と
そ
こ
で
、
次
に
先
生
の
カ
ン
ト
解
釈
の
特
徴
と
研
究
の
方
法
と
に
目
を
向
け
て
、
他
の
日
本
の
カ
ン
ト
研
究
者
と
対
比
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
発
表
者
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
に
応
え
る
べ
く
暫
定
的
な
回
答
を
導
き
出
し
て
み
た
い
と
思
う
。
濱
田
先
生
の
研
究
の
基
本
特
徴
か
ら
述
べ
て
み
た
い
。
そ
の
第
一
の
特
徴
は
、
カ
ン
ト
の
発
展
史
的
・
成
立
史
的
研
究
に
あ
る
。
第
二
の特徴としては、先生のカント研究は倫理思想・実践哲学
的
研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
、
と
言
っ
て
よ
い
。
但
し
、
宗
教
哲
学
的
考
察
に
は
、
殆
ど
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
点
が
濱
田
先
生
の
カ
ン
ト
研
究
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
っ
た
、
と
言
え
よ
う
。
第
三
の
特
徴
と
し
て
は、徹底的に内在的なカント解釈という性格が挙げられる。
そ
し
て
第
四
の
特
徴
に
関
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
や
フ
ラ
ン
ス
哲
学
、
特
に
ル
ソ
ー
と
の
影
響
作
用
史
的
研
究
も
、
先
生
の
研
究
し
て
は
、
や
や
ま
と
ま
り
に
欠
け
、
内
容
的
に
物
足
り
な
さ
を
読
者
に
感
じ
さ
せ
る
と
し
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
と
見
る
の
が
公
平
で
事
実
に
即
し
た
見
方
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
な
お
、
濱
田
先
生
の
カ
ン
ト
研
究
は
、
同
時
代
の
日
本
のカント研究者のなかで卓越した特色豊かな性格をもち、
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
研
究
成
果
を
誇
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
確
信
し
ている。
三
濱
田
先
生
の
カ
ン
ト
解
釈
の
特
徴
と
研
究
の
方
法
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こ
の
分
野
で
は
、
一
世
代
前
の
業
績
と
し
て
高
坂
正
顕
氏
に
よ
る
優れた『カント』（一九三九年、弘文堂。高坂正顕著作集第
二
巻
所
収
、
’
九
六
四
年
、
理
想
社
）
お
よ
び
一
連
の
カ
ン
ト
研
究
が
存
在
す
る
。
こ
の
書
物
は
、
新
カ
ン
ト
学
派
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在
論
的
な
解
釈
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
、
人
間
学
的
観
点
か
ら
内
在
的
に
カ
ン
ト
を
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
文
字
通
り
日
本
の
カ
ン
ト
研
究
史
上
の
古
典
的
な
名
著
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
人
間
学
的
観
点
か
ら
見
た
カ
ン
ト
解
釈
に
関
し
て
は
、
濱
田
先
生
の
晩
年
の
視
点
と
共
通
す
る
も
の
が
窺
え
る
が
、
高
坂
説
は
、
新
カ
ン
ト
学
派
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
解
釈
の
偏
向
を
正
す
点
に
主
要
な
狙
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
濱
田
先
生
の
場
合
は
、
グ
リ
ガ
の
新
し
い
力
方
法
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は
先
生
の
カ
ン
ト
研
究
の
き
わ
め
て
優
れ
た
観
点
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。
第
五
に
、
先
生
の
研
究
は
、
カ
ン
ト
の
思
想
を
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
倫
理
思
想
の
到
達
点
と
し
て
位
置
づ
け
た
カ
ン
ト
解
釈
の
視
点
を
打
ち
出
さ
れ
た
点
に
も
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
先
生
の
カ
ン
ト
解
釈
は
、
ど
こ
ま
で
も
カ
ン
ト
自
身
に
即
し
て
、
そ
の
歴
史
的
な
意
義
を
最
大
限
救
い
上
げ
よ
う
と
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
先
生
は
、
恋
意
的
で
強
引
な
文
献
の
読
み
方
を
控
え
る
禁
欲
的
で
慎
重
な
読
み
方
を
貫
い
て
お
ら
れ
た
よ
う
に思われる。
四
批
判
期
前
の
研
究
や
発
展
史
的
研
究
ン
卜
解
釈
の
影
響
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
濱
田
先
生
が
人
間
学
的
関
心
を
深
め
ら
れ
た
の
は
、
そ
こ
に
カ
ン
ト
哲
学
の
集
約
的
表
現
を
見
出
さ
れ
た
点
に
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
吹
に
、
濱
田
先
生
の
少
し
先
輩
の
研
究
業
績
に
目
を
向
け
れ
ば
、
長
年
日
本
カ
ン
ト
協
会
委
員
長
を
務
め
ら
れ
た
高
峯
一
愚
氏
の
『
カ
ント講義』（一九八一一年、論創社）や三批判書のコメンター
ル、『純粋理性批判』の翻訳などの箸訳書が挙げられる。著
者
は
、
特
定
の
思
想
的
立
場
や
解
釈
に
依
拠
せ
ず
、
ど
こ
ま
で
も
カ
ン
ト
に
内
在
的
な
読
み
方
を
貫
く
と
い
う
点
で
は
、
濱
田
先
生
と
共
通
し
た
研
究
の
立
場
を
採
用
さ
れ
て
い
る
。
高
峯
氏
の
カ
ン
ト
研
究
は
、
批
判
期
の
カ
ン
ト
哲
学
を
理
論
哲
学
・
実
践
哲
学
・
美
学
・
目
的
論
に
ま
で
拡
大
し
、
こ
れ
ら
の
思
考
を
体
系
的
視
野
の
も
と
で
考
察
す
る
と
い
う
点
で
、
き
わ
め
て
公
平
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
研
究
で
あ
り
、
後
進
に
対
し
て
有
益
な
示
唆
に
富
む
論
述
を
多
数
提
供
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
高
峯
氏
の
カ
ン
ト
研
究
は
、
批
判
哲
学
の
思
想
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
批
判
期
前
の
カ
ン
ト
解
釈
に
は
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。
そ
の
点
で
は
、
濱
田
先
生
の
研
究
の
視
野
の
方
が
広
い
、
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
同
世
代
の
カ
ン
ト
研
究
者
と
し
て
は
、
濱
田
先
生
と
深
い
親
交
の
あ
っ
た
高
橋
昭
二
氏
に
よ
る
『
カ
ン
ト
の
弁
証
論
』
（
一
九
六
九
年
、
創
文
社
）
と
の
関
係
が
興
味
深
い
。
二
人
の
著
者
の
共
通
点
と
し
て
は
、
と
も
に
日
本
に
お
け
る
早
い
段
階
に
初
期
カ
ン
ト
研
究
の
重
要
性
に
着
目
さ
れ
た
点
に
あ
る
。
他
方
、
両
研
究
者
に
は
顕
著
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カ
ン
ト
の
倫
理
思
想
の
研
究
に
関
し
て
は
、
数
年
先
輩
の
小
倉
志
祥氏『カントの倫理思想』（一九七二年、東大出版会）との
相
違
点
と
共
通
点
に
注
目
し
た
い
。
小
倉
氏
の
研
究
は
、
批
判
期
前
の著作やとりわけ三批判書の論述全体を視野におさめてい
る
。
濱
田
先
生
は
、
同
じ
和
辻
哲
郎
門
下
生
の
先
輩
の
著
作
に
対
し
て
高
い
評
価
を
下
し
て
お
り
、
必
要
な
か
ぎ
り
、
多
く
の
参
照
を
促
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
濱
田
先
生
は
、
カ
ン
ト
解
釈
の
基
本
的
文
脈
で
は
小
倉
説
と
は
や
や
異
な
り
、
そ
の
重
心
を
基
礎
づ
け
や
第
二
批
判
に
置
い
て
い
る
。
主
要
概
念
の
解
釈
に
関
し
て
も
、
両
者
に
は
相
違
が
あ
り
、
例
え
ば
「
注
視
者
」
を
め
ぐ
る
カ
ン
ト
と
ス
ミ
ス
と
の
な
相
違
点
も
み
ら
れ
る
。
高
橋
氏
の
研
究
は
、
そ
の
主
要
関
心
が
理
論
哲
学
中
心
で
あ
り
、
ま
た
カ
ン
ト
の
自
由
概
念
な
ど
の
倫
理
思
想
を
歴
史
哲
学
的
立
場
か
ら
解
釈
す
る
点
が
濱
田
先
生
の
解
釈
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
参
考
ま
で
に
、
『
カ
ン
ト
の
弁
証
論
』
二
九
六
九
年
、
創
文
社
）
所
収
の
論
文
「
カ
ン
ト
批
判
期
前
の
哲
学
」
二
九
六
七
年
）
の
脚
注
の
な
か
で
、
著
者
が
濱
田
先
生
の
『
若
き
カ
ン
ト
の
思
想
形
成
』
二
九
六
七
年
）
と
の
相
違
点
を
著
者
自
身
の
立
場
か
ら
批
判
的
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
点
を
二
点
指
摘
し
て
い
る
事
実
に
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
（
当
日
配
布
資
料
コ
ピ
ー①参照）。
五
カ
ン
ト
の
実
践
哲
学
・
倫
理
思
想
関係把握について濱田先生は、『カント倫理学の成立』のあ
る
脚
注
の
な
か
で
小
倉
説
に
対
し
て
疑
問
を
呈
し
て
、
彼
の
解
釈
を
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ル
ソ
ー
と
の
関
係
や
特
定
の
道
徳
性
概
念
に
対
す
る
集
中
的
な
分
析
と
い
う
考
察
の
視
点
と
い
う
点
で
は
、
濱
田
先
生
の
研
究
は
、
カ
ン
ト
の
倫
理
思
想
を
自
由
の
概
念
や
自
律
の
思
想
に
集
中
さ
せ
た
矢
島
羊
吉
氏
の
研
究
『
増
補
・
カ
ン
ト
の
自
由
の
概
念』二九七四年、福村出版）とのある種の近さを感じさせ
る
。
し
か
し
、
矢
島
説
は
、
カ
ン
ト
の
思
想
内
容
や
論
述
の
矛
盾
や
不
整
合
を
果
敢
に
追
及
す
る
大
胆
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
濱
田
先
生
は
、
ど
こ
ま
で
も
内
在
的
か
つ
整
合
的
な
解
釈
と
カ
ン
ト
に
き
わ
め
て
好
意
的
な
評
価
を
採
用
す
る
点
が
対
照
的
で
あ
る
、
と
言
っ
て
よ
い
。
因
み
に
、
同
世
代
の
優
れ
た
カ
ン
ト
倫
理
学
の
研
究
者
、
小
熊
勢
記
氏
は
『
カ
ン
ト
倫
理
学
の
成
立
』
に
対
す
る
書
評
で
、
あ
る
意
味
で
前
述
の
高
橋
氏
の
見
解
と
通
じ
る
鋭
い
批
評
を
展
開
し
て
い
る
（
当
日
配
布
資
料
②
参照）。
次
に
道
徳
学
・
倫
理
学
の
領
域
だ
け
で
な
く
、
広
く
平
和
論
、
法
論
・
歴
史
哲
学
な
ど
と
の
関
係
に
立
ち
入
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
分
野
で
は
、
ほ
ぼ
同
年
の
片
木
清
氏
に
よ
る
『
カ
ン
ト
に
お
け
る
倫
理
・
法
・
国
家
の
問
題
』
二
九
八
○
年
、
法
律
文
化
社
）
の
研
究
が
先行していた。この書は、『人倫の形而上学・法論』の論理
構
造
を
遺
稿
類
な
ど
も
含
め
て
再
検
討
し
、
彼
の
論
理
を
体
系
的
に
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
書
の
第
二
の
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狙
い
は
、
歴
史
的
社
会
的
環
境
と
の
関
連
に
注
目
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
書
物
は
、
カ
ン
ト
思
想
の
時
代
的
・
思
想
的
制
約
についても、批判的な観点から論じている。それに対して、
濱
田
先
生
の
考
察
方
法
は
、
片
木
氏
の
方
法
と
は
対
照
的
に
、
こ
う
し
た
体
系
的
方
法
や
歴
史
的
・
社
会
的
な
環
境
の
な
か
で
法
論
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
観
点
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
両
者
の
た
ん
に
対
照
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
き
わ
め
て
異
質
な
カ
ン
ト
の
研
究
の
あ
り
方
が
、
濱
田
先
生
に
片
木
説
か
ら
距
離
を
も
た
せ
た
主
要
因
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
人
の
著
者
は
、
カ
ン
ト
解
釈
に
関
す
る
意
図
・
考
察
方
法
・
研
究
の
立
場
な
ど
の
す
べ
て
の
点
で
異
質
で
あ
っ
た
。
宇
都
宮
芳
明
氏
は
『
カ
ン
ト
と
神
』
（
’
九
九
八
年
、
岩
波
書
店
）
の
な
か
で
、
三
批
判
書
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
平
和
論
を
含
む
政
治
哲
学
・
法
哲
学
・
歴
史
哲
学
・
宗
教
哲
学
に
わ
た
る
カ
ン
ト
の
批
判
期
の
全
体
像
を
体
系
的
観
点
か
ら
描
き
出
す
と
い
う
壮
大
な
カ
ン
ト
解
釈
を
提
示
し
た
。
ま
た
、
宇
都
宮
氏
は
、
三
批
判
書
や
『
人
倫
の
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』
（
以
上
、
以
文
社
）
、
『
永
遠
平
和
に
つ
い
て』（岩波文庫）など一連のカント批判期の主要著作の翻訳
書
を
ほ
と
ん
ど
個
人
訳
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
か
つ
て
理
想
社
版
カ
ント全集の翻訳に加わる機会のなかった濱田先生としては、
主要な関心の対象であった『人倫の形而上学の基礎づけ』
や
『
実
践
理
性
批
判
』
の
新
訳
刊
行
に
よ
っ
て
、
長
年
の
カ
ン
ト
倫
理
学
研
究
の
蓄
積
を
世
に
問
い
た
い
と
い
う
お
考
え
が
あ
っ
た
。
先
濱
田
先
生
の
日
本
カ
ン
ト
協
会
委
員
長
就
任
時
に
は
、
日
本
カ
ン
ト協会の機関誌『日本カント研究１』（二○○○年六月、七
七
歳
）
が
刊
行
を
開
始
し
た
。
そ
こ
で
の
記
念
論
文
と
し
て
、
濱
田
先
生
は
、
「
カ
ン
ト
と
現
代
文
明
」
の
な
か
で
、
次
の
三
点
の
論
点
を
生
は
、
ご
自
身
の
独
自
の
訳
語
や
解
釈
に
つ
い
て
、
詳
細
な
訳
注
を
付
す
な
ど
の
構
想
を
語
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
宇
都
宮
訳
の
相
次
ぐ
刊
行
は
、
先
生
に
は
先
を
越
さ
れ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
先
生
に
と
っ
て
あ
る
種
の
痛
手
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
カ
ン
ト
と
神
』
で
は
、
著
者
は
カ
ン
ト
の
主
要著作が三批判書に加えて『宗教論』にあると解釈されて
い
る
。
つ
ま
り
、
カ
ン
ト
の
体
系
的
思
考
の
到
達
点
は
理
性
信
仰
に
あ
り
、
理
性
信
仰
は
自
由
や
自
律
に
基
づ
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
著
者
は
、
三
批
判
書
や
宗
教
論
そ
の
他
の
批
判
期
の
著
作
を
広
く
、
歴
史
哲
学
や
法
哲
学
・
政
治
哲
学
な
ど
理
論
と
実
践
と
の
体
系
的
統
一
の
観
点
か
ら
、
しかも内在的観点から論じている。宇都宮氏と濱田先生は、
カ
ン
ト
解
釈
と
研
究
の
意
図
な
ど
多
く
の
点
で
重
な
る
と
見
ら
れ
る
だ
け
に
、
こ
の
書
に
対
す
る
濱
田
先
生
の
立
ち
入
っ
た
評
価
を
是
非
と
も
伺
い
た
か
っ
た
と
考
え
た
の
は
、
ひ
と
り
筆
者
ば
か
り
で
は
な
いと思われる。
六
最
晩
年
の
カ
ン
ト
研
究
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提
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
、
世
界
市
民
的
見
方
。
二
、
人
類
史
の
目
標
と
み
ら
れ
る
世
界
市
民
的
体
制
。
三
、
創
造
の
究
極
目
的
と
し
て
の
人
間
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
方
法
や
論
述
の
仕
方
は
、
す
で
に
先
生
の
著
作
の
な
か
で
言
及
さ
れ
展
開
さ
れ
た
論
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
考
は
、
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
先
生
の
恐
ら
く
最
後
の
カ
ン
ト
論
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
論
考
は
、
新
し
い
カ
ン
ト
解
釈
の
展
開
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
れ
ま
で
の
先
生
の
研
究
の
集
約
的
意
味
を
も
つ
総
括
的
な
論
述
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
濱
田
先
生
の
ご
研
究
は
、
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
カ
ン
ト
研
究
の
一
つ
の
到
達
点
で
あ
る
、
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
先
生
の
ご
研
究
は
、
そ
れ
と
と
も
に
今
日
の
日
本
の
新
た
な
カ
ン
ト
研
究
の
出
発
点
の
基
礎
を
提
供
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
濱
田
先
生
の
研
究
成
果
を
語
ら
ず
し
て
過
去
の
カ
ン
ト
研
究
を
語
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
今
後
の
カ
ン
ト
研
究
も語ることができない、と報告者は確信している。
な
お
、
先
生
の
カ
ン
ト
研
究
上
の
遺
産
と
と
も
に
、
今
後
の
カ
ン
ト
研
究
者
に
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
は
、
司
会
者
の
ま
と
め
の
な
か
で
、
改
め
て
報
告
さ
せ
て
戴
く
。
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